
人　口／３，１７５人（男／１，５１３人：女／１，６７１人）
世帯数／１，５５０世帯　　　 　　（３月１日現在）

■　学社融合事業「書き初め」ほか…学社融合事業「書き初め」ほか…２２
■　とままえ冬の大運動会ほか…とままえ冬の大運動会ほか…３３
■　苫前町凧あげ大会…４
■　地域社会貢献事業ほか…５
■　健康ばんざいほか…６
■　地域包括ケアだより…７
■　介護保険ガイド…８
■　国民年金…９
■　学びの広場…１０
■　住まいる情報…１１～１３
■　ちびっこギャラリー…１４

「くまだ とまお」くんのバレンタインデー ！
　２月１４日（水）バレンタインデーのこの日、マチ

のイメージキャラクター「くまだ とまお」くんに７個

のチョコレートが送られてきた。

　昨年の凧あげ大会にお披露目して以降、お正月

には年賀状も届いている。愛くるしい「とまお」くん。

町の広告塔としてさらなる活躍に期待したい。



広報とままえ ３月号　２頁

　
１
月
　
日（
水
）苫
前
小
学

２４

校（
小
澤
真
弓
校
長
）３
年
生

９
名
が
学
社
融
合
事
業
「
手

話
体
験
」
を
学
ん
だ
。

　
講
師
は
、
羽
幌
町
の
五
十

嵐
明
子
さ
ん
で
、
手
話
通
訳

士
と
し
て
　
年
間
携
わ
っ
て

24

い
る
。

　
最
初
に
耳
が
聞
こ
え
な
い

と
い
ろ
い
ろ
な
不
便
が
あ
る

こ
と
を
学
ん
だ
あ
と
に
手
話

の
基
本
的
な
動
作
に
つ
い
て

教
わ
っ
た
。
そ
の
後
講
師
が

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
す
る
名
前

を
当
て
た
り
、
児
童
同
士
で

手
話
を
使
っ
て
挨
拶
す
る
な

ど
を
行
っ
た
。

　
最
初
は
難
し
く
感
じ
て
い

た
児
童
た
ち
も
し
だ
い
に
手

話
の
意
味
が
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
楽
し
く
体
験
し

て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
２
月
１
日（
木
）と
ま
ま
え

温
泉
ふ
わ
っ
と
ホ
ー
ル
で
、

留
萌
管
内
８
市
町
村
の
ご
当

地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
管
内
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
「
お
友
だ

ち
協
定
」
の
締
結
式
が
行
わ

れ
た
。

　
お
友
だ
ち
の
マ
チ
の
イ
ベ

ン
ト
に
出
向
い
た
り
、
お
友

だ
ち
と
一
緒
に
管
外
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
管
内

を
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
。

　
松
浦
豊
留
萌
振
興
局
長
は

「
森
町
長
か
ら
留
萌
管
内
全

体
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め

に
ゆ
る
キ
ャ
ラ
活
用
の
提
案

が
協
定
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
留
萌
管
内
は
小
さ
い
な

が
ら
も
キ
ラ
リ
と
光
る
資
源

を
有
し
て
い
る
。
地
域
を
つ

な
げ
る
接
着
剤
と
し
て
絆
が

深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
１
月
　
日（
火
）古
丹
別
小

２３

学
校（
里
見
清
孝
校
長
）で
学

社
融
合
事
業
「
書
き
初
め
」

が
行
わ
れ
、
３
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
　
名
が
参
加
し

４３

た
。
　
古
丹
別
で
書
道
教
室
を
開

い
て
い
る
菊
池
知
男
さ
ん
が

講
師
と
な
り
、
課
題
の
字
と

な
る
、
３
年
生「
友
だ
ち
」、

４
年
生
「
美
し
い
心
」、
５
年

生
「
平
和
な
国
」、
６
年
生

「
夢
の
実
現
」
を
書
い
た
。

講
師
か
ら
は
「
新
年
に
ふ
さ

わ
し
く
よ
り
太
い
字
を
書

く
」
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
を
う

け
た
。

　
児
童
た
ち
は
「
筆
を
は
ら

っ
た
り
、
止
め
た
り
す
る
と

こ
ろ
が
難
し
い
」
と
の
感
想

も
あ
っ
た
が
、
最
後
は
納
得

の
い
く
字
が
書
け
て
い
た
よ

う
で
あ
っ
た
。

　
２
月
３
日（
土
）町
公
民
館

で
社
会
教
育
課
主
催
事
業
の

苫
前
町
少
年
少
女
体
験
教
室

（
略
し
て
Ｔ
Ｄ
Ｋ
）
で
凧
づ

く
り
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生

１
・
２
年
生
９
名
が
参
加
し

た
。
　
講
師
の
能
登
忠
さ
ん
が

「
今
日
は
田
原
凧
に
挑
戦
す

る
が
、
大
会
で
は
上
位
入
賞

を
目
指
し
、
す
ば
ら
し
い
凧

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨

拶
を
し
、
子
ど
も
達
は
思
い

思
い
の
絵
を
描
き
、
骨
組
み

糸
を
つ
け
て
完
成
し
た
。

　
完
成
し
た
作
品
を
見
て
子

ど
も
達
は
「
う
ま
く
で
き
た
。

当
日
は
風
に
乗
っ
て
高
く
あ

が
っ
て
ほ
し
い
」
と
大
会
を

待
ち
わ
び
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。

　
２
月
１
日（
木
）に
苫
前
町

公
民
館
で
と
ま
ま
え
舞
台
鑑

賞
友
の
会（
加
藤
隆
雄
会
長
）

主
催
の
と
ま
ま
え
落
語
会
が

開
催
さ
れ
約
　
名
の
来
場
者

９０

が
観
劇
し
た
。

　
出
演
は
、
こ
の
時
期
に
お

馴
染
み
と
な
っ
た
柳
家
さ
ん

喬
師
匠
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
柳

家
や
な
ぎ
さ
ん
と
奇
術
の

ダ
ー
ク
広
和
さ
ん
の
３
名
が

出
演
。

　
柳
家
や
な
ぎ
さ
ん
が
「
錦

明
竹（
き
ん
め
い
ち
く
）と
長

命（
ち
ょ
う
め
い
）」、
さ
ん
喬

師
匠
に
よ
る
「
お
菊
の
皿
と

妾
馬（
ま
か
う
ま
）」
の
２
席
、

ダ
ー
ク
広
和
さ
ん
の
奇
術
が

披
露
さ
れ
た
。

　
来
場
者
は
３
名
の
芸
に
引

き
込
ま
れ
寄
席
気
分
を
満
喫

し
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。

学社融合事業「書き初め」～古丹別小学校～

学社融合事業「手話体験」～苫前小学校～

お友だち協定締結式 ～管内８市町村ご当地キャラクター～

とままえ落語会で寄席気分を満喫 ～柳家さん喬さんほか２名～

「凧づくり」～苫前町少年少女体験教室～



　
２
月
４
日（
日
）古
丹
別

緑
ヶ
丘
ス
キ
ー
場
で
町
体
育

協
会
（
平
田
日
出
男
会
長
）

主
催
の
と
ま
ま
え
冬
の
大
運

動
会
兼
町
民
ス
キ
ー
大
会
が

小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
約
　２０

名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

　
平
田
会
長
か
ら
は
「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
影
響
も

あ
り
、
参
加
者
が
い
つ
も
よ

り
少
な
い
。
冬
期
間
の
体
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
開
催
し

て
い
る
。
大
会
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
」
と
挨
拶
。

　
池
田
文
敏
教
育
長
は
「
ス

キ
ー
・
ス
ケ
ー
ト
な
ど
の
冬

場
の
ス
ポ
ー
ツ
人
口
が
減
っ

て
い
る
が
、
北
海
道
か
ら
は

多
く
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

が
出
て
い
る
。
冬
場
は
家
で

ゲ
ー
ム
を
し
が
ち
だ
が
、
外

で
遊
ん
で
元
気
な
体
づ
く
り

を
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
話

し
た
。

　
ゴ
ー
ル
周
辺
で
は
、
応
援

し
て
い
た
保
護
者
や
運
営
者

か
ら
「
ガ
ン
バ
レ
」「
も
う
少

し
」
な
ど
の
声
援
が
飛
び

か
っ
て
い
た
。

　
一
方
、
ス
レ
ッ
ド
リ
レ
ー

で
は
競
技
の
緊
張
か
ら
解
放

さ
れ
た
子
ど
も
達
に
保
護
者

ら
も
加
わ
り
、
に
ぎ
や
か
な

中
競
技
が
行
わ
れ
て
い
た
。

広報とままえ ３月号　３頁

　
苫
前
町
結
婚
サ
ポ
ー
ト
実

行
委
員
会
（
小
笠
原
宏
一
会

長
）
主
催
の
雪
像
づ
く
り
が
、

２
月
　
日（
月
）～
　
日（
金
）

１９

２３

の
５
日
間
に
渡
り
雪
像
制
作

が
行
わ
れ
、　

日（
土
）に
は

２４

表
彰
式
と
交
流
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　
こ
の
雪
像
づ
く
り
は
独
身

男
女
が
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
雪
像
づ
く
り
を
通

じ
て
交
流
を
深
め
る
イ
ベ
ン

ト
。
表
彰
後
に
は
交
流
会
も

行
わ
れ
、
自
己
紹
介
や
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
会
場
は
盛

り
上
が
っ
た
。

　
参
加
者
は
、「
天
候
が
悪

く
大
変
だ
っ
た
け
ど
皆
で
協

力
し
て
完
成
し
た
」「
普
段
交

流
が
な
い
人
た
ち
と
交
流
で

き
て
楽
し
か
っ
た
」
な
ど

様
々
な
感
想
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。

　
２
月
　
日（
土
）に
大
漁
祈

１０

願
祭
執
行
委
員
会
（
小
笠
原

則
彦
執
行
委
員
長
）
と
苫
前

漁
業
連
合
部
会
（
北
村
拓
也

部
会
長
）
主
催
の
大
漁
祈
願

祭
と
船
霊
祭
が
と
ま
ま
え
温

泉
ふ
わ
っ
と
で
開
催
さ
れ
、

苫
前
・
力
昼
地
区
の
船
主
、

北
る
も
い
漁
業
協
同
組
合
関

係
者
、
森
町
長
ら
来
賓
な
ど

あ
わ
せ
て
約
　
名
が
参
加
し

５０

た
。
　
祭
事
で
は
祝
詞
奏
上
、
玉

串
奉
て
ん
を
行
い
、
今
年
の

大
漁
と
操
業
の
安
全
を
祈
願

し
た
。

　
小
笠
原
執
行
委
員
長
は
挨

拶
で
「
昨
年
は
出
荷
増
加
や

価
格
高
騰
も
あ
り
売
上
が
計

画
を
上
回
っ
た
。
平
成
　
年
３０

度
に
お
い
て
も
努
力
を
惜
し

ま
ず
漁
に
専
念
す
れ
ば
生
活

向
上
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て

い
る
」
と
述
べ
、
組
合
員
や

組
合
関
係
者
に
奮
起
を
促
し

た
。

　
２
月
６
日（
火
）
さ
っ
ぽ
ろ

雪
ま
つ
り
会
場
に
、
苫
前
町

の
農
産
物
を
使
っ
た
ジ
ュ
ー

ス
、
ス
ム
ー
ジ
を
販
売
す
る

「
コ
ト
リ
ジ
ュ
ー
ス
・
ス
タ

ン
ド
（
留
萌
市
の
堀
松
産
商

株
式
会
社
　
堀
松
克
之
社

長
）」
が
出
店
し
た
。

　
森
町
長
、
Ｊ
Ａ
苫
前
町
松

原
幸
博
代
表
理
事
組
合
長
が

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
く
ま
だ
　
と
ま
お
」

を
伴
っ
て
訪
問
、
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

　
ジ
ュ
ー
ス
や
ス
ム
ー
ジ
を

飲
ん
だ
観
光
客
は
「
濃
厚
で

お
い
し
い
」
と
感
想
を
述
べ
、

堀
松
社
長
か
ら
は
「
町
を
あ

げ
て
の
応
援
は
う
れ
し
い
。

売
り
上
げ
も
順
調
に
伸
び
て

い
る
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

た
。

絶好の天候の中、攻める～第６回とままえ冬の大運動会兼苫前町民スキー大会～
第６回とままえ冬の大運動会結果一覧

（各部門１位のみ掲載）

記　録氏　　名
部　　門

チーム名

0′ 14″ 68
天谷　瞭助小学生の部

岡田　健介チームＲ＆Ｋ

0′ 37″ 21
新村　　恵・天谷　里美一般団体

阿部まり子・岡田絵梨子チームＮＡＯ

スレッドリレーの部

記　録所属等氏　名部　門

0′ 17″ 55苫前小小野寺龍太小学１・２年男子

0′ 17″ 06苫前小阿部　隼也小学３・４年男子

0′ 15″ 75苫前小大矢根瑠斐小学５・６年男子

スノーボードの部

記　録所属等氏　名部　門

0′ 41″ 85古丹別小吉村　咲音小学１・２年女子

0′ 27″ 97苫前小新村　凌臥小学３・４年男子

0′ 19″ 72古丹別加藤　隆雄一　般　男　子

頂上の部

記　録所属等氏　名部　門

0′ 19″ 69苫　前新村　薫生小学１年生以下

0′ 15″ 20苫前小長嶺　樹莉小学１・２年女子

0′ 17″ 53苫前小新村　秀斗小学１・２年男子

0′ 13″ 49苫前小阿部　隼也小学３・４年男子

チャレンジの部

苫前産品でジュースやスムージー ～コトリ・ジュース・スタンド～

大漁・安全を祈願して ～大漁祈願祭・船霊祭～

婚活ミニイベント「雪像づくり」～雪像５基を制作～



広報とままえ ３月号　４頁

　
２
月
　
日（
日
）
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ

２５

と
周
辺
会
場
に
お
い
て
第
　
回
北
海
道
凧

２６

あ
げ
大
会
、
第
　
回
苫
前
町
凧
あ
げ
大
会

４５

が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
よ
り
約
２
埀
３
０

０
名
の
来
場
者
で
冬
の
イ
ベ
ン
ト
が
大
い

に
賑
わ
っ
た
。

　
開
会
式
で
大
会
長
の
森
町
長
が
「
絶
好

の
凧
あ
げ
日
和
で
風
も
あ
る
の
で
、
ケ
ガ

を
せ
ず
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
て
ほ
し

い
」
と
挨
拶
、
古
丹
別
小
学
校
６
年
伊
藤

楓
さ
ん
の
選
手
宣
誓
で
大
会
が
始
ま
っ
た
。

　
２
３
２
名
、
１
３
１
基
の
凧
が
８
部
門

に
分
か
れ
、
図
柄
の
審
査
を
行
っ
た
後
、

い
よ
い
よ
凧
あ
げ
へ
。
こ
の
日
は
風
速
が

約
８
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
大
凧
を
あ
げ
る
の

に
適
し
た
風
の
強
さ
だ
っ
た
た
め
、
小
学

生
な
ど
の
小
さ
な
凧
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ

た
も
の
の
、
町
民
や
観
光
客
は
冬
空
に
舞

い
上
が
る
凧
を
楽
し
ん
で
見
て
い
た
。

　
競
技
後
の
室
内
で
は
、
は
な
え
だ
さ
ん

の
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
シ
ョ
ー
や
、
お
え
か

き
っ
こ
「
み
ゆ
」
に
よ
る
似
顔
絵
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ア
ー
ト
「
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
ａ
」
に
よ
る

ラ
メ
を
腕
な
ど
に
乗
せ
て
模
様
を
作
る
メ

イ
ク
も
人
気
を
博
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
前
で

は
、
ホ
タ
テ
の
稚
貝
の
み
そ
汁
が
無
料
で

振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
飲
食
店
な
ど
の
売

店
が
並
び
、
水
産
物
や
加
工
品
、
飲
食
物

を
買
い
求
め
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
最
後
は

抽
選
会
と
も
ち
ま
き
が
お
こ
な
わ
れ
大
盛

況
で
終
了
し
た
。
最
後
は
抽
選
会
と
も
ち

ま
き
が
大
盛
況
で
終
了
し
た
。

敢闘賞敢闘賞敢闘賞敢闘賞敢闘賞敢闘賞敢闘賞第３位第２位第１位

花井優来里

花井　祐也

佐藤　早夏

佐藤　裕美

中嶋　泰聖

中嶋　卓広

新田すみれ

新田　絵梨

田中　花那

田中　聡美

梶　紗穂乃

梶　　倫之

村上　駈月

村上　和也

新村　董生

新村　　恵

森　　若菜

森　亜希子

森　奈緒子

森　　和也
親 子 の 部

原野　夢來槙口　功晟土田　一輝仁木　颯南吉村　咲音新村　秀斗岡田　美波堀切　晄陽小野寺龍太助石　愛梨小学１・２年の部

明石　誠太岩田　朔弥古川　優真宮前　英煌佐井　曖来小林　仁子佐藤　由奈新村　凌臥阿部　隼也花井　瑛音小学３・４年の部

石田　夢翔佐藤　海音久野　光輝大矢根瑠斐白幡　塁斗伊藤　楓安田　衣咲小学５・６年の部

大矢根　楓

小笠原新菜

糸川　翔子

吉村　玲亮

嶋崎　彩那

下田ひより

千葉　彩心

中 学 生 の 部

須田友香里石田　結花青柳　順子高校一般の部

苫前地域

マリンビジョン

協議会

留萌信用金

庫
猪股石油店大 凧 の 部

近山　利春大塚正四郎苫前凧の会連 凧 の 部

第26回北海道・第45回苫前町凧あげ大会入賞者一覧

●建設協会特別賞

　猿親子の部

　　上田　茉奈・上田　卓司

●実行委員会特別賞

　猿小学生１・２年生の部　佐藤　夏妃

　猿小学生３・４年生の部　岡田　健介

　猿小学生５・６年生の部　佐藤　海音

　猿中学生の部　大矢根勇希・竹橋　光雅・野崎　雷太

　猿高校一般の部　川谷　英夫

　猿大凧の部　留萌人権擁護委員協議会

　「人権」おもいやりチーム

　猿連凧の部　チームＮＡＯ

第26回北
海道凧あげ

大会

第45回苫
前町凧あげ

大会
来場者２，３００人でにぎわう！

前半は強い風が、後半は…
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苫
前
ひ
ぐ
ま
ハ
ム
ク
ラ
ブ

（
加
藤
隆
雄
会
長
）は
１
月
　２２

日（
月
）町
社
会
福
祉
協
議
会

に
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
約
２
千
個

と
使
用
済
イ
ン
ク
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
１
５
０
個
を
届
け
た
。

　
こ
の
日
訪
れ
た
の
は
、
加

藤
会
長
、
牧
野
弘
一
副
会
長
、

鈴
木
満
事
務
局
長
の
３
名
。

加
藤
会
長
は
「
緑
ケ
丘
公
園

の
さ
く
ら
祭
り
や
同
公
園
の

周
辺
清
掃
で
集
め
た
も
の
。

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
有
効
活
用

し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　
町
社
協
で
は
、
エ
コ
キ
ャ

ッ
プ
、
使
用
済
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
を
扱
う
メ
ー
カ
ー
な
ど
を

通
し
、
ク
レ
ヨ
ン
や
黒
板
消

し
、
チ
ョ
ー
ク
に
交
換
し
て

町
内
の
学
校
に
配
付
し
て
い

る
と
話
し
た
。

　
１
月
　
日（
月
）モ
ー
モ
ー

２２

み
る
く
倶
楽
部
（
小
林
康
子

代
表
ほ
か
４
名
）
が
平
成
　２９

年
度
女
性
・
高
齢
者
チ
ャ
レ

ン
ジ
活
動
表
彰
事
業
の
優
秀

賞
に
選
ば
れ
、
町
長
室
で
留

萌
振
興
局
柴
田
千
尋
副
局
長

よ
り
表
彰
伝
達
が
行
わ
れ
た
。

　
柴
田
副
局
長
か
ら
は
「
情

報
共
有
な
ど
を
通
し
て
活
動

の
幅
を
広
げ
、
メ
ン
バ
ー
の

世
代
交
代
、
新
陳
代
謝
も
上

手
く
い
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

農
業
の
活
動
だ
け
で
な
く
、

子
育
て
や
食
育
な
ど
の
取
り

組
み
は
、
地
域
の
発
展
に
つ

な
が
る
」
と
述
べ
た
。

　
森
町
長
か
ら
は
「
ぜ
ひ
、

こ
れ
を
機
に
更
な
る
飛
躍
を

期
待
す
る
」
と
話
し
た
。

　
小
林
代
表
は
「
こ
の
賞
を

励
み
に
頑
張
り
、
食
育
の
取

り
組
み
も
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

た
。

地域社会貢献事業 まちの施設を整備していただきました

～ハラダ工業㈱・渡部工業㈱～
凧あげ大会会場への通路の除雪

　古丹別地区農業用施設単独

災害復旧工事を実施の山本建

設工業㈱（山本道浩代表取締

役）が２月24日（土）に凧あげ

大会会場へ向かう連絡通路の

除雪を地域社会貢献事業とし

て実施しました。

　ハラダ工業㈱苫前支店

（滝本和浩支店長）と渡部

工業㈱（渡部和人代表取締

役）が２月28日（水）に雪中

ソフトボール大会で使用す

る駐車場を地域社会貢献事

業として実施しました。

苫前町野球場駐車場の除雪
～山本建設工業㈱～

～㈱東北建設～
雪氷熱鮮度保持施設貯雪庫への雪入れ

　ハラダ工業㈱苫前支店

（滝本和浩支店長）が２

月24日（金）に雪氷熱鮮

度保持施設貯雪庫への雪

入れを地域社会貢献事業

として実施しました。

　一般国道239号苫前町苫前道路維持除雪工事を

実施の㈱東北建設（小島

英人代表取締役）が２月

25日（日）に凧あげ大会

会場前通路への砂まきを

地域社会貢献事業として

実施しました。

凧あげ会場付近滑り止め用砂まき
～ハラダ工業㈱～

～ハラダ工業㈱～
古丹別中学校体育館軒下の除雪

　橋場産業㈱（奥山和彦

代表取締役）が２月７日

（水）に古丹別中学校軒下

の除雪を地域社会貢献事

業として実施しました。

　ハラダ工業㈱苫前支店

（滝本和浩支店長）が２

月24日（金）に凧あげ大

会会場となるとままえ温

泉ふわっと前の除雪を地

域社会貢献事業として実

施しました。

凧あげ大会会場の除雪及び圧雪
～橋場産業㈱～

平成２９年度女性・高齢者チャレンジ活動表彰事業～モーモーみるく倶楽部～

エコキャップとインクカートリッジの贈呈 ～苫前ひぐまハムクラブ～
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○
こ
こ
ろ
の
風
邪

　
こ
こ
ろ
の
病
気
と
し
て
の
「
う

つ
病
」
と
い
う
疾
患
名
や
う
つ
病

の
症
状
と
し
て
「
何
も
す
る
気
持

ち
に
な
れ
な
い
」「
特
別
な
理
由
が

な
い
の
に
物
悲
し
い
気
持
ち
や
気

分
が
晴
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
が

ほ
ぼ
１
日
中
、
２
週
間
以
上
続
く

と
い
う
状
態
で
あ
る
こ
と
は
、
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

う
つ
病
は
「
こ
こ
ろ
の
風
邪
」
と

い
わ
れ
る
ぐ
ら
い
５
～
　
人
に
一

１０

人
は
一
生
の
う
ち
一
度
は
罹
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
症
状

と
し
て「
考
え
が
ま
と
ま
ら
な
い
」

「
集
中
で
き
な
い
」「
不
安
な
気
持

ち
が
頭
か
ら
離
れ
な
い
」「
イ
ラ
イ

ラ
す
る
」「
焦
る
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
病
気
は
子
ど
も
に
も
起

き
る
こ
と
が
あ
り
、「
お
こ
り
っ

ぽ
く
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
」「
過

食
」「
過
眠
」
と
い
う
行
動
面
の
変

化
が
見
ら
れ
や
す
い
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
大
人
で
も
、
軽
い

う
つ
状
態
の
時
に
は
身
体
の
症
状

が
現
れ
や
す
く
「
不
眠
」「
過
眠
」

「
食
欲
不
振
」
の
ほ
か
に
「
吐
き

気
」「
め
ま
い
」「
耳
鳴
り
」「
肩
こ

り
」「
手
足
の
し
び
れ
」
と
い
っ
た
、

他
の
病
気
の
症
状
に
も
あ
る
不
調

が
目
立
ち
、
こ
こ
ろ
の
症
状
が
わ

か
り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
検
査
で
も
原
因
の
わ

か
ら
な
い
つ
ら
い
身
体
症
状
が
あ

る
場
合
は
こ
こ
ろ
の
症
状
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
か
か
り
つ
け

医
ま
た
は
精
神
科
医
に
ま
ず
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
場
合
は
、
気

持
ち
や
症
状
を
説
明
す
る
こ
と
が

難
し
い
た
め
、
体
調
や
行
動
の
変

化
を
周
り
の
大
人
が
早
く
気
づ
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

○
周
り
の
人
が
で
き
る
こ
と

　
家
族
や
同
僚
か
ら
、
受
診
し
た

の
に
体
調
が
悪
く
て
な
か
な
か
よ

く
な
ら
な
い
と
打
ち
明
け
ら
れ
た

ら
、
違
う
病
院
を
勧
め
る
前
に
今

か
か
っ
て
い
る
医
師
に
相
談
す
る

こ
と
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。
身
体
の

病
気
で
も
、
こ
こ
ろ
の
病
気
で
も

専
門
医
の
受
診
を
勧
め
て
く
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ

ろ
の
症
状
で
困
っ
て
い
る
人
に
は

早
め
の
受
診
を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

受
診
す
る
こ
と
で
、
こ
こ
ろ
の
症

状
が
軽
い
う
ち
に
治
療
を
始
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
治
療
が

早
い
方
が
そ
の
後
の
回
復
も
早
く

な
る
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

○
薬
の
治
療

　
う
つ
病
は
休
養
と
適
切
な
治
療

を
受
け
る
こ
と
で
症
状
が
改
善
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
、
薬

は
２
、
３
日
で
効
き
目
が
現
れ
ず
、

最
初
の
１
、
２
週
間
は
副
作
用
も

出
や
す
い
の
で
飲
み
た
く
な
く
な

る
人
も
い
ま
す
。
治
療
薬
の
効
果

は
６
～
８
週
後
に
判
定
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
の
で
こ
の
間
は
中
断
せ

ず
に
服
用
を
続
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
薬
の
効
果
が
現
れ

て
も
症
状
が
落
ち
着
く
に
は
、

数
ヵ
月
か
ら
１
年
か
か
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
症
状
が
良
く
な
っ

た
か
ら
と
自
己
判
断
で
中
断
す
る

と
、
め
ま
い
や
吐
き
気
、
不
眠
、

発
汗
、
手
足
の
し
び
れ
、
イ
ラ
イ

ラ
感
と
い
っ
た
症
状
が
出
や
す
く

な
っ
て
危
険
で
す
。
薬
の
副
作
用

が
つ
ら
か
っ
た
り
、
効
果
が
心
配

な
場
合
は
定
期
受
診
を
待
た
ず
に

病
院
を
受
診
し
、
医
師
に
相
談
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
身
体
の
不
調
は
、
こ
こ
ろ
の

不
調
も
影
響
あ
る
か
も
？
」

今
月
の
担
当
は
 宮
前
保
健
師
長
 で
す

……………………………………………………………………………… ざ康ばん健 い

健 康
ばんざい

【交通遺児等育成資金貸付（無利子）】

□対　　象　自動車（バイク含む）事故により保護者の方が亡くなられたり、重い後遺障害を残すこと

となったご家庭のお子様で、０歳から中学卒業まで

□貸付金額　一人につき最初一時金15万５千円、以後月額２万円又は１万円（選択制）、小・中学校入

学時に入学支度金４万４千円

□返還方法　貸付終了後、原則として20年以内の月々均等払いにより返還

□そ の 他　高校、大学等に在学中は返還猶予が可能です

【重度後遺障害者介護料支給】

□対　　象　自動車（バイク含む）事故により、脳、脊髄、または胸腹部臓器に損傷を受け、常時また

は随時の介護を必要とする一方で一定の要件に該当する方（自損・他損は問いません）

□支 給 額　月額29，290円～136，880円の範囲で、障害の程度や介護費用の支出に応じて支給

　　　　　　※「短期入院」費用も別途支給

□注　　意　介護保険サービス、労災の介護給付等との併用はできません

◆お申込み・お問合せ先

　独立行政法人 自動車事故対策機構 旭川支所　緯 0166－40－0111

 ■ 交通事故の援護制度 ■ 
交通事故被害世帯の皆さんに次のような援護制度がありますので、ご利用ください。
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………………………………………………………………………よ包括ケ りアだ地域

介護者家族の集い

　最近では、病院やスーパーなどいろいろなところに車いすが置かれています。

　いざ使おうとしたときに、車いすの開き方がわからないということはないでしょうか？

＜車いすの開き方＞

１．置かれている時の状況

　ブレーキ（①肘掛けの横のあたりのレバー）が掛かっているか確認 → かかっている場合は、解除

する。

２．左右のグリップ②を開き、両手をハの字にして座面シート③を押し下げる。

　　この時、シートと両サイドの間に手を挟まないように注意してください。

主任ケアマネの介護保険ワンポイント ～車いすの操作方法について～

　４月12日（木）の午前９時30分から11時30分まで苫前町公民館において、介護者家族の集いを開催
します。札幌より作業療法士というリハビリテーションの専門職の先生をお迎えし、日常生活での介
助のコツなどについて、実技を交えて実施する予定です。現在、介護をしていない方でも興味のある
方はぜひご参加ください。

噛事業のお知らせ噛

お問い合わせ　　苫前町地域包括センター　緯 64－2215

　２月21日（水）、苫前町公民館で平成29年度最後の介護者家族の集いを開催し、現在介護しているご

家族のほか、介護に興味のある住民の方、合わせて６名の皆さんにお集まりいただきました。

　ＮＰＯ法人北海道総合福祉研究センターの池田ひろみ事務局長を講師に迎え、「福祉用具の使い方」

と題し、入浴と車いす介助、椅子からの立ち上がり介助の３つの点について実技を交えて、お話しい

ただきました。

　入浴を安全・安心に行うための福祉用具の一例として「シャワー用椅子（シャワーチェア）」、「バス

ボード」、「手すり（浴槽グリップ）」、「浴槽台」を紹介し、使用方法をお話しいただきました。使用経験

のある参加者からは、「使ってみると、シャワー椅子は折りたたみが便利」との感想が聞かれていまし

た。

　車いすの介助では、開き方や片付け方、介助の方法などの大切なポイントを説明いただき、その後、

公民館のロビーも使って介助役と介助される役を参加者の皆さんで体験しました。

　椅子からの「立ち上がり」介助では、実際に「離床補助手すり」を使用しながら立ち上がりの際の

手を置く位置などについて講師の解説をいただきながら実技を行ったことで、参加した皆さんにとっ

て、貴重な学びの機会となりました。

　介護方法などの講話と実技は好評をいただいていますので、来年度の介護者家族の集いでも実施を

予定しています。

閉じている状態 開いているところ 開いた状態

①ブレーキ

②グリップ

③座面シート

※車いすについて、使い方や選び方など詳しく知りたい方は、地域包括支援センターまでお問い合せください。




